
二
｢ 多様なひとたちと考える災害リスク削減｣

､

～ 女性 ･ 障害者 ･ 子ども ･ 高齢者 ･ 外国人の視点から ～

自然災害が与える影響はこ全ての人にとって同様ではなくi･一女性 々が特に影響を

受けやすい立場にありますd 憐災
■

Iこ関する改革i 計画等め策定と実施の際には､

_
予 臥 緊急対応 ､･ 準旧

･ 復興の各段階において｣_ ジェ

ンダ ー や多様性の視点が重要です｡~一

国際協力機構 (〕IC A) は､ 世界6カ国 (イラク､ カンボジア､ コロンビア､ ネパ ー

ル､ バングうデシュ ､ ブ ー タン) からジェンダ 叫 防災分

野の行政官やN G O の代表者1 8 名を日本に招き､ ジェンダ ー ･ 多様性と災害リスク削減について各国の経験を共有 し､ 共に学ぶ事業を

実施しています｡

このたび､ 来日中の外国の男女共同参画や防災分野の行政官やN G O 代表者と､ 日本で防災に取り組む多様な人 々 (女性 ･ 障

害者 ･ 子ども･ 高齢者 ･外国人など) が交流し､ 災害リスク削減との関わり･ 帯勤について共有する公開イベントをひらきます｡ 多様な

人々 が､ 守られるべき人としてではなく､ それぞれのグル ー プの特徴をどう生かし災害リスク削減に貢献できるかまたは関われるかを､ 事例

発表 ､ ワ ー クショップを通して対話します｡

様々 な立場の皆様の積極的なご参加をお待ちしております｡
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《ぬらい》女性 心 障害者
包

子ども
さ 高齢者 p 外国人怨どの多様な人々が災昏｣ スタ削減に向けて実施した活 動を紹介し､ 多

様な人 々 が取り組んだ防災
｡ 減災の活動の知識凌得る｡

《ノどネヨ｣ スト》※仮 CヱL たすけっと 杉山裕信氏/ 佐野 日本大学中等教育学校(硝年) 横 田菜 々 子氏プ 特定非営利

活動法人ウイメンズアイ 石本めぐみ民/ わしん倶楽部代表 田 中勢子氏/
r

ほか､ 研修員 (づ瓦C 典実施研修事業 への

世界 的
､

閻からの参加者 ※通訳柑)

-･ ニミ≠三二立:
-

-
- / 王室ニミニ

､

維 掛 澗 多様な人 々 く女性
や障害者 由 子ども ⑳ 高齢者 ゆ 外国人 など) の特 徴鞘畠みを見出し､ 周りの人々 が多礎鬼人 々

を災害リス霊場り減の取り組みにどのように包摂できる凱 ワ ー クショップ夜通して考える｡

【お申込】

こちら → h tt p s :/ /i c n e t . s m a r t s e m i n a rlj p / P u bli c / S e m i n a r/ Vi e w / 1 5 4

また､ F A X ( 0 4 8
- 6 0 0 - 2 5 0 1) でもお待ちしております ｡ ( 下記ご記入の上ご送付ください ｡ )

r お名前 (ふりがな) :

: E -

m ail

所属先 :

: 英語によるコミュニケ ー ションが可能ですか : はい
･

いいえ

: 話す
･ 書く･ 読むといったコミュニケ → づンの際に何らかのご支援が必要ですか : はいJ ) ･ いいえ

( 以下該当するものに○をつけてください)

1 所属グル
ー プ: 女性 ･ 障害者 ･ 子ども 1 8 歳末満 ･ 高齢者 6 5 歳以上 ･ 外国人 ･ その他 ( )
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